
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ProjHIT-v2020-01 

製品概要 
HITコンピテントセルを使うと、世界最速の形質転換が行えます。独自の製造技術によ

り、簡単な１ステッププロトコールを使用した 1～10分での高効率な形質転換が可能にな
りました。 
 
内容 

⚫ HIT Competent CellsTM 
⚫ pUC19 Control Plasmid (ug/ul)：5ul 
⚫ Protocol Book 

 

輸送方法 

HITコンピテントセルは、生産・輸送・保管の全工程において常に-70℃の温度管理が行
われています。 
 
保管方法 

HIT コンピテントセルは、受け取り後すぐに-70℃の安定な超低温フリーザーで保存し
てください。適切に保管すれば、12ヶ月間品質と性能を保つことができます。 

注：HITコンピテントセルは、液体窒素の中では保存しないでください。 
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用途別製品リスト 形質転換効率の算出方法 

HITコンピテントセルの形質転換効率は、107～109 transformation / ug pUC19 plasmid DNA

に及びます。（効率は製品やプラスミドの大きさに依存します。） 

+ ：使用可能だが、
最適な結果を得ら
れない場合がある 

 

 

* 6kb以上の大きい
プラスミドで（サブ
クローニングより
も）高効率な形質転
換を求める場合は、
通常の１ステップ
プロトコールでは
なく改変プロトコ
ール（Q&A参照）を
ご使用ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺伝子型リスト 
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ヒートショック不要形質転換プロトコール (1-10分間、形質転換効率=107 ～10 9/μg) 

⚫ プロトコールを実施する前に必ず 12ページの注意事項をよくお読みください。 

⚫ 形質転換に先立ち、プレーティングビーズを乾かし、アガープレートを 37℃に温めてください。

（強く推奨） 

⚫ ボルテックスはチューブ内の氷がすべて解ける前に終了してください。 
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品質管理 

形質転換効率試験及びαコンプリメンテーション試験 

アンピシリン耐性試験 

品質試験レポート（オンライン公開中！）：HIT コンピテントセルはバッチごとに、生産時の

形質転換効率その他各種品質試験を行っています。WWW.REALBIOTECH.COMにアクセスして製品

のロット番号を入力することで品質試験レポートをご覧いただけます。また、製品の出荷にお

いても常に-70℃の温度管理を行い、品質の維持に努めています。 
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抗生物質分析試験 
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* 非推奨 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 
1. HITコンピテントセルは、約 1/3量が融解した状態の時、形質転換効率が最高となります。（完全に

融解させた状態で使用した場合、形質転換効率が 1/3程度に落ちます。） 

2. 1 秒間ボルテックスにかけても形質転換効率には影響しません。（HIT コンピテントセルは高速のボ

ルテックスにも耐えることができます。） 

3. 大きいプラスミド（＞6kb）や cDNAライブラリー用の改変プロトコール： 

氷冷 20分→42℃湯浴 1分→氷冷 20分  

この方法により形質転換効率は 2-5倍向上します。 

4. SOCや LB培地と混ぜて追加のインキュベーションを行う必要はありません。 

5. 37℃のプレーティングビーズと選択培地を用いてプレーティングを行うと、室温のプレーティング

ビーズを使用した場合に比べて、最大 3倍程度形質転換効率が向上します。 

6. HIT-DH5aと HIT-JM109では、Ap：50μg/ml、Km:25μg/ml、Tc:12.5μg/mlの抗生物質濃度が推奨と

なります。高い濃度では形質転換効率が落ち、低いとサテライトが増加します。 

7. HIT-DH5a と HIT-JM109 では、37℃で 18～24 時間のオーバーインキュベーションを行うとサテライ

トコロニー（pseudo-positive）が増加するので注意してください。 

FAQ 
Q: 大きいサイズのプラスミドを形質転換するには、プロトコールを変えた方がいいですか？ 
A: 高分子量のプラスミドや cDNA ライブラリー（ベクター＋インサート>6kb）を形質転換するに

は、形質転換効率を向上させるため、氷冷 20 分→42℃湯浴 1 分→氷冷 20 分 にプロトコール

を改変した方が良い場合があります。 

Q: 保存の温度や融解の方法は、形質転換効率に影響しますか？ 

A: HITコンピテントセルは-70℃～-80℃で保存してください。停電や不安定なフリーザーにより

徐々に融解が起こると、形質転換効率の低下につながります。室温の水につけて融解させた方

が、氷の上で融解させるよりも形質転換効率が良くなります。 

Q: プレーティングビーズとプレーティングループの間で形質転換効率に違いがありますか？ 
A: プレーティングビーズの使用により、プレーティングループを用いた時に比べ、非常に高い形

質転換効率を実現することが可能です。 

Q: プレーティングビーズとプレートの温度や湿度は形質転換効率に影響しますか？ 
A: 乾いたプレーティングビーズとプレートを用いた場合、形質転換効率が非常に良くなります。 

Q: コンピテントセルの融解に静水でなく循環水を使った場合、どのような違いがありますか？ 
A: 循環水を使って融解すると、形質転換効率が 1.5～3倍高くなります。 

Q: 氷冷の最適な時間は？ 
A: 1～10分の間の氷冷時間の違いは、形質転換効率に大きな影響を及ぼしません。10分を超えて

氷冷を行うと形質転換効率は低下します。 
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Q: 乾いた温かい選択培地の作り方は？ 
A: シャーレに培地を流し込んだ後、クリーンベンチ内でシャーレの蓋を外し、30～60分間余分な水分を

蒸発させた後、蓋をしてください。形質転換に先立ち、37℃で 1時間以上インキュベートしてくださ

い。 

Q: HITコンピテントセルを繰り返し凍結融解することは可能ですか？ 
A: 凍結融解の試験を広範に行った結果、HITコンピテントセルは、3分以内に作業を終わらせれば、融解

後、小分けして、再凍結しても形質転換効率を 90％以上維持することがわかりました。流水や水浴（10

～20秒）で、すばやくコンピテントセルが 1/3量融解した状態にしてください。次に完全に融解する

まで氷冷し、氷上で小分けしてください。保存は-70℃で行ってください。最大 3 回凍結融解できま

す。 

Q: HITコンピテントセルの菌株の主な違いについて教えてください。 
A: HITコンピテントセルの菌株は、広く用いられている公開された菌株です。HIT-DH5aは大きめのプラ

スミドやライブラリーの構築のために改良された菌株です。HIT-JM109は増殖が速く、ブルー/ホワイ

トスクリーニングや自動化スクリーニングに最適です。HIT-21はタンパクの発現のために最適です。

詳細は 3～5ページの用途別製品リストと遺伝子型リストをチェックしてください。 

Q: サテライトコロニーを減らすためにはどうすれば良いですか？ 
A: 1. 温かく乾いたプレーティングビーズとプレートを使ってください。 

2. 新しく調整された適切な濃度の抗生物質を使用してください。 

Q: 選択培地中のアンピシリンの濃度は形質転換効率に影響を及ぼしますか？ 
A: 【HIT－DH5aの場合】LB＋Ap 50～60μg/μlは、LB＋Ap 100μg/μlに比べて 2～3倍の形質転

換効率を示します。形質転換されたコロニーは 11～16時間の培養で観察されますが、18時間以

後はポジティブ・コロニーの周囲にサテライトが出現します。 

【HIT－JM109の場合】LB＋Ap 50～100μg/μlは同様の形質転換効率です。8～10時間の培養の

後、形質転換されたコロニーが観察されますが、24 時間後にはサテライトコロニーがポジティ

ブ・コロニーの周囲に出現します。 

Q: プラスミドのサイズが形質転換効率に影響を及ぼしますか？ 
A: 形質転換効率＝形質転換されたコロニー数/プラスミド量（μg）。例えば Super 109コンピテン

トセルの場合、2.7kb のプラスミドに対し 1.6～5.5×109/μg の効率ですが、10.0kb のプラス

ミドでは 4.0～9.0×106/μgに効率が落ちます。その差は約 100～1000倍です。 

Q: プレート上にコロニーが見つかりません。HITコンピテントセルの不良でしょうか？ 
A: HITコンピテントセルは製造工程でバッチごとにテストされています。また、輸送・保存におい

ても常に温度管理がなされています。コンピテントセルそのものの問題とは考えにくい状況で

す。疑わしい場合は、添付のコントロール・プラスミドで形質転換のテストを行ってください。

コントロール・プラスミドでも形質転換が起こらず、かつコンピテントセルの保存状態および

操作方法も正しい場合は、サイトローブにご連絡ください。 
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